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問�　次の文章を読んで、筆者が述べている「社会学の存在意義」について文章の内容をふ
まえながら説明しなさい。その際、社会学が現代社会のどのような場面で役立つと考え
るかについて、あなた自身の考えを、学校・職場・家庭・SNS などの具体例を挙げて
論述すること。

　ただし、次の条件を守ること。
　１．三段落または四段落にすること。
　２．文章は「〜である。」「〜だ。」調で統一すること。
　３．字数は900字以上、1000字以内にすること。

　社会科学の一分野である社会学は、「社会現象のしくみをできるだけ客観的に説明する
ための学問」だ。では、その社会学にはいかなる存在意義があるのか。
　社会学は、19世紀の西欧で誕生した。当時の西欧では、資本主義の発展を背景とした「産
業革命」と「市民革命」によって、価値観の自由化と政治の民主化、つまり総じて「社会
の近代化」が進んだ。そしてその結果、人々にとって、「社会（国・コミュニティ・職場・
家族・友人関係など）がいまどうなっていて、これからどうなるのか」「その社会のなか
で自分はどう生きていったらいいのか」がわかりづらくなっていた。そのため人々にとっ
て、「社会」と「個人の行為」の関係を理解するための学問が必要となり、つくり出され
たのが社会学だ。
　近代社会を生きる私たちにとって、「社会と自分の行為とのあいだの関係」は常に悩み
の種だ。そして、その悩みを客観視して相対化したり、その悩みへの有効な解決策を考え
たりするには、社会が自分に与える影響と、自分が社会に与える影響の両方を考える、「再
帰的（reflexive）な思考」が多少なりとも必要になる。その再帰的思考こそが、社会学の
思考だ。社会学の思考とは、粗削りにいえば、「行為と社会の相互影響関係」に着目する
思考のことだ（より正確にいえば、「相互行為と社会構造の相互影響関係」に着目する思
考なのだが、その正確な定義については、抽象度が高いので、のちほど説明することにし
よう）。
　したがって、社会学の知見を学んだり、自ら社会学の研究をして新たな社会学的知見を
生み出したりすることは、「近代社会を生きるうえで不可欠な再帰的思考」に役立つ。
� （柴田悠氏の文章に基づく）
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